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　本研修は、2019年度より大学院全学横断的教育プログラム科目に指定されており全研究科からの派遣参加が可能なものであ
る。今年度は人文社会科学研究科から1名、農林水産研究科から3名の参加があり、特に人文社会科学からの参加学生は初めて
であった。
　来年度は実派遣に向け、グローバル人材育成支援室では学生募集等の準備を進めているものの、実派遣とオンラインプログラ
ムという２プログラムの開講については予算的に課題があり、検討が必要である。

令和　４　年　８　月　１８　日　～　令和　４　年　９　　月　２７　日

　[研修の目的・概要]

　鹿児島大学の全大学院生を対象として開講されている大学院全学横断的教育プログラム科目の一つである「STEMのための国
際コミュニケーション海外研修」に対応したプログラムであり、科目履修ならびに条件を満たすことによって4単位を付与できる。
　研修では西オーストラリア大学語学学校での研修と、課外活動を行う。課外活動とは具体的に①専攻分野に関連したプログラム
への参加（大学院生向け理系ワークショップなど）②海外大学の講義受講（聴講）③大学・研究機関でのラボ研修④異文化交流プ
ログラムへの参加⑤企業等でのインターンを予定している。現地学生など多様な国籍・文化を持つ人々と接する機会を提供する。
また、参加学生が英語コミュニケーション能力と専門的知識が十分に備わっており、かつ学生が希望する場合には、語学学校研修
を免除し、高度な実践的ラボ研修を中心におこなうプログラムである。
　研修後は地域貢献の一環として報告会を公開で開催するなどして、海外で得た知識と経験を還元する機会を設ける。
　研修先は研修内容の提供と渡航・生活サポート体制を既に確立している協定校、または理系文系を問わず、本学教員が研究活
動等を通じて確立した関係を利用して、学生の専門および能力に応じた多様な研修先を確保する。
　プログラム実施実務は鹿児島大学理工学研究科グローバル人材育成支援室(GDO)が担当する。GDOは平成２６年に設けられ、
これまで延べ５７名、今回１１名を含めると６８名の学生に対して研修を行った実績を持っており、全学から募集する海外派遣学生
の能力に適したプログラムを実施した。

　〔研修の成果〕　＊事前・事後学習も含む。研修の目的や学習成果の達成状況について、また地域のグローバル化や活性化に資
する人材育成の観点からの成果についても記載して下さい。

　昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の影響により、現地への派遣は中止した。代替措置として西オースト
ラリア大学語学学校（CELT）から提供された5週間のオンライン研修プログラムに加えて、支援室で実施した1週間の研修プログラ
ム(Glocal Camp)を組み合わせた「特別研修」を実施し、「海外研修」から読み替える手配を行った。
　CELTのオンライン研修では、英語コミュニケーションの研修のほか、現地大学生や第3国からの研修参加者とのオンライン交流
企画が実施され、グローバルな視野を持つということ、さらに英語でのディスカッションを通して異なる文化圏の人々と共通の課題を
見つけだすことを学んだ。この研修を通じて単純な英語力だけではなく、自らの専門知識や社会的な知識・経験がどの程度グロー
バルに通用するのか、また自らに足り無い資質は何かを体験的に学ばせた。
　支援室で実施した1週間の研修プログラム(Glocal Camp)では、地域貢献活動を主眼として、甑島での現地調査を行い、特に
「SDGｓ１１住み続けられるまちづくりを」をテーマに各学生は専門分野の知見から調査を行い、成果を英文Webで発信し、甑島島
民・西オーストラリア大学語学学校関係者に英語でプレゼンテーションを行った。
　これらの研修により、参加学生が地域のグローバル化や活性化について自分の意見を持つことにつながったと、研修期間に作成
されたレポートや研修終了後アンケートから評価している。5週間の遠隔研修と1週間の甑島および学内での研修ではあったが、グ
ローバル化や地域の活性化に関わる有意義な学びの場となったことが窺え、有意義な人材育成の場を作ることに成功したと言えよ
う。

　〔今後の課題〕
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